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(57)【要約】
【課題】ＨＤＭＩネットワークに接続された外部機器の
接続状態を視覚化して提示できる表示装置を提供する。
【解決手段】この表示装置は、ＨＤＭＩ規格に準拠した
ＨＤＭＩケーブルを介して、複数の外部機器と接続して
おり、複数の外部機器と表示装置との位置関係を定義す
る物理アドレスを検索するための物理アドレス要求によ
り前記外部機器の存在と物理アドレスを確定する機器検
索制御手段と、前記機器検索制御手段で確定した前記外
部機器の存在と物理アドレスから機器の接続状態を決定
して表示する機器接続状態提示手段と、を備えている。
これにより、ユーザは、表示装置と外部機器との接続状
態を容易に認識することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の外部機器とＨＤＭＩ規格に準拠したＨＤＭＩケーブルを介して接続した表示装置
において、複数の外部機器と表示装置との位置関係を定義する物理アドレスを検索するた
めの物理アドレス要求により前記外部機器の存在と物理アドレスを確定する機器検索制御
手段と、前記機器検索制御手段で確定した前記外部機器の存在と物理アドレスから機器の
接続状態を決定して表示する機器接続状態提示手段と、を備えることを特徴とする表示装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置において、前記機器検索制御手段は、電源投入時、特定のト
リガあるいは所定の時間で、全てまたは任意の論理アドレスに物理アドレス要求を行うこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の表示装置において、前記機器検索制御手段は、物理アドレス
の不明な外部機器からＣＥＣデータを受信した時には、当該外部機器に物理アドレス要求
を行うことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１、２または３に記載の表示装置において、前記機器検索制御手段に機器接続状
態判定手段を備え、前記機器接続状態判定手段は、物理アドレス要求の送信機器から返信
がない場合、当該送信機器は接続解除状態にあると判定し、物理アドレス要求の送信機器
から返信があっても物理アドレスの返信がない場合、当該送信機器は接続状態と判定し、
また、物理アドレス要求の送信機器から物理アドレスの返信があった場合、当該送信機器
は完全接続状態と判定することを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ（High-Definition Multimedia Interface/Consumer Elec
tronics Control）対応の表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のＡＶ（Audio Visual）機器（例えば、ビデオ、オーディオ機器、ゲーム機
器、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）レコーダ等）とディスプレイ装置（例えば、テレ
ビジョン受像機等）を接続し、各ＡＶ機器の音声信号、映像信号を入力、出力と切り換え
て映像の再生、録画等を行う場合には、各ＡＶ機器間の接続を直接つなぎかえている。
　しかし、接続するＡＶ機器の数が多くなってくると、この接続の切り換えが煩雑となり
、接続ミスも多発するようになる。
【０００３】
　この問題点を解決するために、特許文献１では、複数のＡＶ機器をデジタルインタフェ
ースを介して接続したディスプレイ装置、例えばテレビジョン受像機からなるＡＶシステ
ムにおいて、接続されている各ＡＶ機器からの映像信号および／または音声信号の流れの
接続状態を画面上に表示するようにし、且つ適宜画面上から設定変更できるようにしてい
る。
　これにより、複数のＡＶ機器とディスプレイ装置の物理的な接続状態にとらわれずに、
映像信号および／または音声信号の流れの接続状態が目視により容易に理解できるように
している。
【０００４】
　また、特許文献２では、ＩＥＥＥシリアルバスにより各種の機器（テレビを含む）が接
続されたホームバスシステムにおいて、例えば、ユーザが現在視聴しているテレビを１段
目に配置し、このテレビに直接接続されている機器を親子の区別なく２段目に配置し、３
段目以降についても同様に当該段の機器に直接接続されている機器を親子の区別なく次段
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に配置した画像を表示させるなど、ユーザが現在視聴しているテレビから見たシリアルバ
ス上の全機器の接続状況を示す画像をテレビに表示させる。
　これにより、各種の機器がシリアルバスにより接続されたバスシステムにおいて、現在
見ている表示装置と他の機器との接続関係を容易に理解できるような形式で接続関係を表
示できるようにしている。
【０００５】
　上述の従来技術によると、複数の機器間の接続状態を容易に把握できるようにはなった
が、接続された機器の状態を表示するものではない。
　この問題点を解決するために、特許文献３では、テレビがデジタル制御信号線上の通信
により、ＶＴＲと接続されたことを検知して、テレビのＥＰＧデコーダでデコードしたＥ
ＰＧデータとともにＶＴＲが接続されたことを示す文字や画像を表示部のＥＰＧ画面に表
示するようにしている。
　これにより、このＥＰＧ画面を見ながらテレビのチューナで受信する放送番組やＶＴＲ
で再生する番組の選択やＶＴＲの録画予約も可能となった。
【０００６】
　ところで、最近、次世代テレビ向けのデジタルインタフェース規格として、ＨＤＭＩ(H
igh-Definition Multimedia Interface)の規格が確立された（非特許文献１参照）。この
ＨＤＭＩは、ＤＶＩ（Digital Visual Interface）に音声伝送機能や著作権保護機能、色
差伝送機能を加えるなどＡＶ機器向けにアレンジしたものである。従来、機器間の接続に
映像・音声・制御の各信号用に複数のケーブルを用いていたが、ＨＤＭＩではＨＤＭＩケ
ーブル１本で済み、わずらわしかったＡＶ機器の配線を簡略化できるというメリットがあ
る。
【０００７】
　また、物理層にはＴＭＤＳ（Transition Minimized Differential Signaling）が、不
正防止機能としてはＨＤＣＰ（High-bandwidth Digital Contents Protection）が、機器
間認証にはＥＤＩＤ（Extended Display Identification Data）が、系全体の制御系接続
にはＣＥＣ（Consumer Electronics Control）が採用されている。このＣＥＣによって、
例えば、テレビからＨＤＭＩで接続されたＳＴＢ（Set-Top Box）やＤＶＤプレーヤ等の
ＡＶ機器に制御信号を中継することによって、一つのリモコンでＡＶシステム全体を操作
することが可能になっている。
【０００８】
　このうちＣＥＣについては、ＨＤＭＩ規格書のＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔ１に説明されてお
り、ＣＥＣに使用できる推奨された機能と、電気特性、信号とビットタイミング、ヘッダ
／データブロックなどの定義と、デバイス間の通信に対する規約等の説明がされている。
【特許文献１】特開平９－１５４０７７号公報
【特許文献２】特開２０００－２４４８３６号公報
【特許文献３】特開平１０－１５０６１１号公報
【非特許文献１】Hitachi,Ltd、他“High-Definition Multimedia Interface Specificat
ion Version1.3”、［ｏｎｌｉｎｅ］、２００６年６月２２日、HDMI Licensing,LLC［平
成１８年６月２９日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：http://www.hdmi.org/manufactur
ers/download.asp＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来、機器同士の接続関係（それぞれの機器がどの機器と接続されているか）の情報は
全てユーザが管理する必要があり、例えば、テレビに接続された機器（レコーダ、ＡＶア
ンプ）の個々に対してはその機器の設定を切り替えることはできるが、ユーザがネットワ
ーク上の機器の接続状態を可視的に理解することは大変困難であった。
【００１０】
　これに対して、上述した特許文献１や２では、多種多数のＡＶ機器をＩＥＥＥ１３９４
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規格に準拠したデジタルインタフェースを介して接続した構成となっている。
　このうち特許文献１では、各ＡＶ機器を物理的な接続状態にとらわれず、画像データお
よび音声データの流れが良く分かるように配置して表示しているが、ＩＥＥＥ１３９４ネ
ットワークに接続された全てのＡＶ機器の接続状態および１つ１つのＡＶ機器の設定状態
を表示するものではない。
　また、特許文献２では、ＩＥＥＥ１３９４ネットワークに接続された全てのＡＶ機器の
接続状態を木構造で表示するが、１つ１つのＡＶ機器の設定状態を表示するものではない
。
　また、特許文献３では、ＩＥＥＥ１３９４ネットワーク上に接続された機器の一覧は取
得できるが、それらの機器同士の接続情報を可視的に表示することはせず、さらに、機器
の接続状態に基づいて、テレビへの入力をある機器へ切り替えることはできない。
【００１１】
　上述のように、特許文献１，２，３では、ＨＤＭＩを使用してはおらず、また、ＨＤＭ
Ｉネットワークにおいては、ＨＤＭＩ　ＣＥＣ　ネットワーク内に存在するＡＶ機器を効
率的に検索・管理するとともに、ユーザへ各ＡＶ機器の接続状態や設定情報を提示する手
段は確立されていない。
【００１２】
　本発明は、上述の実情を考慮してなされたものであって、ＨＤＭＩ　ＣＥＣ　ネットワ
ーク内に存在するＡＶ機器を効率的に検索・管理するとともに、ユーザへ各ＡＶ機器の接
続状態や設定情報を提示する表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の課題を解決するために、本発明の表示装置を次のように構成する。
　本発明の表示装置は、複数の外部機器とＨＤＭＩ規格に準拠したＨＤＭＩケーブルを介
して接続しており、複数の外部機器と表示装置との位置関係を定義する物理アドレスを検
索するための物理アドレス要求により前記外部機器の存在と物理アドレスを確定する機器
検索制御手段と、前記機器検索制御手段で確定した前記外部機器の存在と物理アドレスか
ら機器の接続状態を決定して表示する機器接続状態提示手段と、を備えるものである。
【００１４】
　この前記機器検索制御手段は、次のいずれか、あるいは、これらの任意の組み合わせの
タイミングで物理アドレス要求を送信する。
（１）電源投入時、全ての論理アドレスに物理アドレス要求を行って、機器接続状態判定
手段で各論理アドレスの接続状態を判定する。
（２）表示装置側の特定のトリガが発生した時に、全ての論理アドレスに物理アドレス要
求を行って、機器接続状態判定手段で各論理アドレスの接続状態を判定する。
（３）特定の時間に、全てまたは任意の論理アドレスに物理アドレス要求を行って、機器
接続状態判定手段で各論理アドレスの接続状態を判定する。
（４）物理アドレスが不明な外部機器からＣＥＣデータを受信した時に、当該機器（論理
アドレス）に対して物理アドレス要求を実行する。
【００１５】
　前記機器接続状態判定手段では、次の３つの接続状態を判定する。
（１）物理アドレス要求の送信機器から返信がない場合、当該送信機器は接続解除状態に
あると判定する。
（２）物理アドレス要求の送信機器から返信があっても物理アドレスの返信がない場合、
当該送信機器は接続状態と判定する。
（３）物理アドレス要求の送信機器から物理アドレスの返信があった場合、当該送信機器
は完全接続状態と判定する。
【００１６】
　また、上述した構成の表示装置の各手段として、コンピュータを機能させるためのプロ
グラムを作成しておき、または、そのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体
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に記録しておき、このプログラムを表示装置に備えられたコンピュータで実行することに
よっても上記課題を解決することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、次のような効果を奏することができる。
（ａ）ＣＥＣを介しての通信結果を利用することで、機器接続状態を視覚化してユーザへ
提供できる。これに加えて、１つ１つの機器の状態（プレーヤならディスクの有無、レコ
ーダなら残りＨＤ容量等）や１つ１つの機器の設定情報も同時に表示するので、ユーザは
機器接続状態、機器の状態や設定状態を容易に認識できる。
（ｂ）ユーザは、その視覚化された表示上で、接続された各機器へカーソルを用いて所望
の機器を選択し、簡単に表示装置への入力をその機器へと切り換えることができる。
【００１８】
　また、内部処理では、次のような効果が期待できる。
（ｃ）＜Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｍｅｓｓａｇｅ＞の代わりに＜Ｇｉｖｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ａｄｄｒｅｓｓ＞を送信するようにしたので、＜Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｍｅｓｓａｇｅ＞を送
信した後に改めて物理アドレス要求を行う処理が少なくなり、処理時間が減少する。
（ｄ）検索開始のトリガを種々用意したことにより、機器の接続状態を高い精度で維持す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の表示装置に係る好適な実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る表示装置を用いた表示システムの例である。この表示システ
ムは、表示装置と複数の外部機器がＨＤＭＩ規格に準拠したＨＤＭＩケーブルを介して接
続されている。
　例えば、表示装置としてはテレビジョン受信機があり、外部機器としてはＡＶアンプ、
ＳＴＢ（Set Top Box）、プレーヤやレコーダ等の機器があり、これらはすべてＨＤＭＩ
規格（非特許文献１参照）に準拠したＨＤＭＩコネクタを有している。
【００２０】
　図１においては、表示装置（テレビ）から二つのブランチが出ており、その一つはＡＶ
アンプ１と接続され、さらに、ＳＴＢ１と接続されている。
　表示装置からのもう一つのブランチには、レコーダ１が接続されている。
　このレコーダ１から二つのブランチが出ており、その一つはプレーヤ１と接続され、さ
らに、ＳＴＢ２と接続されている。レコーダ１からのもう一つのブランチには、プレーヤ
２と接続され、さらに、レコーダと接続されている。
【００２１】
　そして、外部機器がプレーヤの場合には、外部機器から供給されるデジタル映像信号お
よびデジタル音声信号は、ＨＤＭＩケーブルを介して表示装置で受信される。また、外部
機器がレコーダの場合には、表示装置から供給されるデジタル映像信号およびデジタル音
声信号は、ＨＤＭＩケーブルを介して所望の外部機器で受信されて、記録媒体等に記録さ
れる。
　また、このＨＤＭＩケーブルは、デジタル映像信号およびデジタル音声信号だけではな
く、ＣＥＣプロトコルよる制御信号も送受信される。また、表示装置や各外部機器は通常
はスタンバイモードとなっており、途中に電源が入っていない機器があってもその先の機
器に信号を送ることができる。
【００２２】
　図２は、本発明が適用される表示装置１１の構成を示すブロック図である。この表示装
置１１は、テレビジョン放送信号を受信する機能と、ＨＤＭＩ規格に準拠したデジタル信
号および制御信号を送受信する機能とを有している。
【００２３】
　すなわち、テレビジョン放送信号は、アンテナ１２で受信され、入力端子１３を介して
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テレビジョン信号処理部１４に供給される。このテレビジョン信号処理部１４は、入力さ
れたテレビジョン放送信号からチューナ部１４ａにより所定のチャンネルの信号を取り出
し、信号処理部１４ｂにより映像信号と音声信号とを復元して、それぞれ選択部１５に出
力している。
【００２４】
　また、外部機器１７からＨＤＭＩ規格に準拠したＣＥＣ伝送バス１８を介して供給され
るデジタル信号は、ＨＤＭＩコネクタ１９で受信され、ＨＤＭＩ信号処理部２０に供給さ
れる。このＨＤＭＩ信号処理部２０は、入力されたＨＤＭＩ規格に準拠したデジタル信号
から、映像信号と音声信号とを復元して、選択部１５に出力し、制御信号を制御部２３に
出力している。
【００２５】
　また、制御部２３から外部機器１７に対する制御信号は、ＨＤＭＩ信号処理部２０に供
給される。このＨＤＭＩ信号処理部２０は、供給された制御信号をＨＤＭＩコネクタ１９
およびＣＥＣ伝送バス１８を介して外部機器１７に出力している。ここで、ＣＥＣ伝送バ
ス１８は、上述したＣＥＣプロトコルに準拠して制御信号が送受信されるものとする。以
下、このように、表示装置や外部機器をＨＤＭＩ規格に準拠したＨＤＭＩケーブルで接続
し、ＣＥＣプロトコルによって各外部機器を制御するネットワークを、ＨＤＭＩネットワ
ークと呼ぶことにする。
【００２６】
　そして、制御部２３は、テレビジョン放送信号の受信が選択されていると、テレビジョ
ン信号処理部１４を制御するとともに、このテレビジョン信号処理部１４から出力される
映像信号および音声信号を選択するように選択部１５を制御する。また、制御部２３は、
ＨＤＭＩ規格に準拠したデジタル信号の受信が選択されていると、ＨＤＭＩ信号処理部２
０の動作設定を行うとともに、このＨＤＭＩ信号処理部２０から出力される映像信号およ
び音声信号を選択するように選択部１５を制御する。
【００２７】
　選択部１５は、テレビジョン信号処理部１４から出力される映像信号および音声信号と
、ＨＤＭＩ信号処理部２０から出力される映像信号および音声信号とを、制御部２３から
の制御に応じて選択的に切り換えて出力し、映像信号を映像処理部２１に供給し、音声信
号を音声処理部２２に供給する。
　そして映像処理部２１で処理された映像信号と、ＯＳＤ（On Screen Display）信号生
成部２８で生成されたＯＳＤ信号とを合成部２９へ供給し、合成部２９は映像信号とＯＳ
Ｄ信号とを重畳してディスプレイ３０に供給し、また、音声処理部２２で処理された音声
信号をスピーカ４０に供給し、映像および音声が再生される。
【００２８】
　制御部２３は、上記した各種の送受信動作を含む表示装置１１の大部分の動作を制御す
る。この制御部２３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を内蔵したマイクロプロ
セッサでなり、記憶部２７を利用して、操作部２４からの操作情報を受け、あるいは、リ
モートコントローラ２５から送出された操作情報を受信部２６を介して受信し、その操作
内容が反映されるように各部をそれぞれ制御する。
　記憶部２７は、主として、制御部２３のＣＰＵが実行する制御プログラムを格納した読
み出し専用メモリと、該ＣＰＵに作業エリアを提供する読み出し書き込みが可能なメモリ
と、各種の設定情報および制御情報等が格納される不揮発性メモリとを含んでいる。
【００２９】
　リモートコントローラ２５には、主として、電源キー、放送チャンネルのダイレクト選
局キー、クイックキー、チャンネルアップダウンキー、十字キー、決定キー、番組表キー
、終了キー、戻るキー、色キー（青，赤，緑，黄）、音量調整キー、メニューキー等の他
に、レコーダへのダイレクトキー（記録・再生）、コネクト選択キー（録画リスト、メデ
ィア切換、サラウンド、ＨＤＭＩ機器切換、機器一覧表示等）が設けられており、各キー
が押されると、押されたキーに関する情報を操作情報として受信部２６に送出する。
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【００３０】
　次に、図３は、本実施形態に係る表示装置の機能構成を示すブロック図である。同図に
おいて、表示装置は、テレビジョン受信装置の一般的な機能に加えて、機器検索制御部５
０、機器接続状態判定部５１、機器接続状態記憶部５２、機器接続状態提示部６０、機器
切換部６１とを含んで構成されている。
【００３１】
　機器検索制御部５０は、表示装置が接続しているＨＤＭＩネットワーク上の外部機器の
接続状態、各外部機器の状態および設定状態を取得して、それらの値を機器接続状態記憶
部５２に記憶させて管理する。
　まず、機器接続状態記憶部５２に記憶管理される内容について説明する。機器接続状態
記憶部５２は、図４に例示したように、外部機器の論理アドレスごとに次のデータ項目を
記憶する。
【００３２】
　論理アドレス：ＨＤＭＩ　ＣＥＣの現在のバージョンの規格では、図５に示したように
、０～１５まで扱えることになっており、ＨＤＭＩネットワーク内では唯一名となってい
る。ここでは、論理アドレスとして、現時点で有効な０から９までを扱うことにする。
　また、この論理アドレスが外部機器の種類に応じて異なるのを利用して、接続状況を表
示するときに、例えば色を変えて表示を異ならせて、外部機器の種類が分かるようにする
。例えば、図１において、各外部機器の論理アドレスは下記の表のように表される。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　物理アドレス：この物理アドレスは、ＨＤＭＩネットワーク内では唯一名となっている
が、外部機器がＨＤＭＩネットワークに追加されたり、切り離されたりすると自動的に調
整される。物理アドレスは、５階層のアドレスをもち、同一階層における唯一番号ｎとか
ら構成され、ｎ．ｎ．ｎ．ｎ形式で表現される。表示装置に直接接続された外部機器の階
層を第１階層とし、この第１階層の機器に接続された外部機器を第２階層と、表示装置か
ら離れるにしたがって階層番号を増やしていく。そして、上記形式ｎ．ｎ．ｎ．ｎの左端
のｎから右へ行くにしたがって階層番号が増えるようにして表記する。
【００３５】
　例えば、表示装置はルートデバイスであり、０．０．０．０の物理アドレスを持つ。こ
の表示装置に直接２台の外部機器が接続された場合には、１台目の外部機器の物理アドレ
スは１．０．０．０、２台目の外部機器の物理アドレスは２．０．０．０と表記する。そ
して、２台目の外部機器に３台の外部機器が接続すると、それぞれの物理アドレスは、２
．１．０．０、２．２．０．０、２．３．０．０と表記する。以下同様に表記され、図１
に示された各外部機器の物理アドレスは下記の表のように表される。
【００３６】
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【表２】

【００３７】
　機器接続状態：機器間の接続状態を（後述の）３つの状態（接続状態、完全接続状態、
接続解除状態）に分け、これらのいずれの状態であるかを保持する。
　機器の名前、状態情報、設定情報：これらの情報は、各外部機器がＨＤＭＩネットワー
クに接続された時点を検知して、ＣＥＣコマンド又はベンダコマンドによって各外部機器
から取得して保持される。これらの項目は、すべてあるいは一部を取得するようにしても
よい。
　ここで、状態情報とは、例えば、外部機器がプレーヤの場合にはディスクの有無、レコ
ーダである場合には残りＨＤ容量等の機器の状態を示し、設定情報とは、例えば、機器が
プレーヤの場合には、映像や音声を再生するときの特性パラメータ等の情報である。
【００３８】
　この機器検索制御部５０は、次のような適切なタイミングで物理アドレス要求をＨＤＭ
Ｉネットワーク上の機器へ送信し、表示装置と外部機器の接続状態を取得する。
【００３９】
（１）表示装置の起動時に実行する。
　表示装置の電源がオンにされたことを検知し、すべての論理アドレス（１乃至９）に対
して物理アドレス要求を送信し、機器接続状態判定部５１が表示装置と外部機器間の接続
状態を判断する。この判断結果は、それぞれの論理アドレスに対応させて機器接続状態記
憶部５２へ設定される。
【００４０】
（２）表示装置側の特定のトリガが発生した時に実行する。
　例えば、操作部２４やリモートコントローラ２５に「検索開始」ボタン等を設けておき
、ユーザがそのボタンを押すことによって、明示的に機器検索要求が発生され、すべての
論理アドレス（１乃至９）に対してそれぞれ物理アドレス要求を送信し、機器接続状態判
定部５１が表示装置と外部機器間の接続状態を判断する。この判断結果は、それぞれの論
理アドレスに対応させて機器接続状態記憶部５２へ設定される。
【００４１】
（３）定期に実行する。
　特定の時間を予め設定しておき、この特定の時間に機器検索要求を発生させ、すべての
論理アドレス（１乃至９）に対して物理アドレス要求を送信し、機器接続状態判定部５１
が表示装置と外部機器間の接続状態を判断する。この判断結果は、それぞれの論理アドレ
スに対応させて機器接続状態記憶部５２へ設定される。ここで、特定の時間は１つでも複
数であっても構わない。
【００４２】
（４）物理アドレスが不明な外部機器からＣＥＣデータを受信した時に、当該機器（論理
アドレス）に対して物理アドレス要求を実行する。
　例えば、操作部２４やリモートコントローラ２５に「接続状態表示」ボタン等を設けて
おき、ユーザがそのボタンを押すことによって、暗黙的に機器検索要求が発生され、物理
アドレスが不明な外部機器の論理アドレスに対して物理アドレス要求を送信し、機器接続
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状態判定部５１が表示装置と外部機器間の接続状態を判断する。この判断結果は、その論
理アドレスに対応させて機器接続状態記憶部５２へ更新される。
　あるいは、ＨＤＭＩネットワークに外部機器が接続されたときに、その外部機器から送
られてくるブロードキャストコマンドを受信したときに、そのコマンドに付された論理ア
ドレスに対して物理アドレス要求を送信し、機器接続状態判定部５１が表示装置と外部機
器間の接続状態を判断する。この判断結果は、その論理アドレスに対応させて機器接続状
態記憶部５２へ更新される。
【００４３】
　このように、＜Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｍｅｓｓａｇｅ＞の代わりに、＜Ｇｉｖｅ　Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ＞を送信するようにしたので、＜Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｍｅｓｓａ
ｇｅ＞を送信した後に改めて物理アドレス要求を行う処理が少なくなり処理時間が減少す
る。
　また、検索開始のトリガを上述のように種々用意したことにより、機器の接続状態を高
い精度で維持することができる。
【００４４】
　次に、機器接続状態判定部５１の処理について説明する。
　機器接続状態判定部５１は、機器検索制御部５０から起動されると、指定された論理ア
ドレスに対して、物理アドレス要求＜Ｇｉｖｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ＞を
ＨＤＭＩネットワークを介して送信するとともに、物理アドレス要求を送った外部機器の
接続状態を判定し、その結果で機器接続状態記憶部５２を更新する。さらに、この外部機
器が完全接続状態のときには、その外部機器の状態と設定情報を外部機器から取得して、
機器接続状態記憶部５２を更新する。
【００４５】
　ここで、外部機器の接続状態とは、次の３つの状態のことをいう。
（１）接続状態：論理アドレスが確定され、物理アドレスが未確定の場合をいう。例えば
、物理アドレス不明のデバイスからＣＥＣデータを受信した場合、当該論理アドレスを接
続状態という。
（２）完全接続状態：論理アドレスおよび物理アドレスともに確定している場合をいう。
（３）接続解除状態：表示装置から外部デバイスへのＣＥＣデータ送信時にＮｏＡｃｋだ
った論理アドレスをこの状態という。
【００４６】
　この機器接続状態判定部５１の処理を図６のフローチャートを用いて説明する。
　まず、ＨＤＭＩネットワークを介して、指定された論理アドレスへ物理アドレス要求＜
Ｇｉｖｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ＞を送信する（ステップＳ１０）。
　受信データが送信先機器からＡｃｋであった場合（ステップＳ１１／ＹＥＳ）、ステッ
プＳ１３へ進む。
　一方、所定時間に送信先機器からＡｃｋの受信データがなかった場合（ステップＳ１１
／ＮＯ）、機器接続状態記憶部５２のこの指定された論理アドレスの物理アドレスを「未
定義」、機器接続状態を「接続解除状態」に設定して（ステップＳ１２）、処理を終了す
る。
【００４７】
　送信機器からＣＥＣデータを受信しない場合（ステップＳ１３／ＮＯ）、再度物理アド
レス要求を送信するためにステップＳ１０へ戻る。
　他方、送信機器からＣＥＣデータを受信した場合（ステップＳ１３／ＹＥＳ）、機器接
続状態記憶部５１のこの指定された論理アドレスの機器接続状態を「接続状態」に設定す
る（ステップＳ１４）。
【００４８】
　次に、受信データが送信先機器からの物理アドレス返信＜Ｒｅｐｏｒｔ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ＞でなかった場合（ステップＳ１５／ＮＯ）、再度物理アドレス要
求を送信するためにステップＳ１０へ戻る。



(10) JP 2008-35192 A 2008.2.14

10

20

30

40

50

　一方、受信データが送信先機器から物理アドレス返信であった場合（ステップＳ１５／
ＹＥＳ）、機器接続状態記憶部５２のこの指定された論理アドレスの機器接続状態を「完
全接続状態」に設定する（ステップＳ１６）。
【００４９】
　次に、この論理アドレス／物理アドレスの機器に対して、「機器の名前、機器の状態、
機器の設定情報」の全てまたは一部を要求するベンダ要求を送信する（ステップＳ１７）
。
　このベンダ要求に対して返信があった場合、論理アドレスに対応する機器接続状態記憶
部５２の機器の名前、機器の状態、設定情報に、返信された機器の名前、機器の状態、機
器の設定情報をそれぞれ設定し（ステップＳ１８）、処理を終了する。
【００５０】
　このような物理アドレス要求を利用することにより、ネットワーク中の特定論理アドレ
スの存在とその物理アドレスを同時に知ることができ、外部機器の接続状態として内部的
に、より詳細な接続状態を定義することで、制御内容に応じて接続機器の制御可能性を判
断できる。
【００５１】
　機器接続状態提示部６０は、操作部２４やリモートコントローラ２５に「接続状態表示
」ボタン等を設けておき、ユーザがそのボタンを押すことによって、機器接続状態記憶部
５２に記憶された物理アドレスや論理アドレス等を利用することにより表示装置と外部機
器との接続状態を可視化してディスプレイ３０へ表示する。
【００５２】
　この外部機器の接続状態は、同一の機器の名前や同一の物理アドレスをもつ外部機器に
ついては、１つの外部機器として表現し、図１の表示システムの場合、図７に例示したよ
うな木構造状に表示され、表示装置を一番左に配置し、この表示装置に接続されている全
ての外部機器を第２階層に配置し、さらに、これら第２階層の外部機器に接続されている
全ての外部機器をそれぞれ第３階層に配置し、これら第３階層の外部機器に接続されてい
る全ての外部機器をそれぞれ第４階層に配置して行くといったように、当該階層の外部機
器に接続されている全ての外部機器を次階層に配置して行くといった処理を繰り返して、
木構造状に表示される。
　なお、表示装置を一番左になるように配置するだけでなく、一番右、上または下になる
ように配置してもよいことは言うまでもない。
【００５３】
　上記の木構造による各外部機器の表示には、当該外部機器の名前、物理アドレス、論理
アドレス、入出力端子名、各外部機器の状態（プレーヤのディスクの有無、レコーダの残
り容量等）や各外部機器の設定情報の全てまたは一部を併記するようにしてもよい（図７
および図８）。また、各外部機器を表わす矩形を外部機器の種類に応じて色を変えたり、
カーソルの存在する外部機器の矩形枠を他の外部機器の矩形枠とは異ならせて（色を変え
たり、太枠にする等）表示するようにしてもよい。
　また、カーソルの位置は、最初には今まで表示装置で視聴していた外部機器におき（図
８の「レコーダ２」）、ユーザの十字キーの上下左右の操作にともなって移動させる（図
９の「プレーヤ１」）。
【００５４】
　上記の接続状態の表示は、この表示だけを画面に表示させたり、視聴中の映像が透けて
見えるようにオーバラップさせて表示してもよいし、あるいは、分割した画面に表示させ
るようにしてもよい。
　さらに、各外部機器の状態や設定情報を表示する領域がない場合には、カーソルが存在
する外部機器に対して、当該外部機器の名前、物理アドレス、論理アドレス、入出力端子
名、各外部機器の状態（プレーヤのディスクの有無、レコーダの残り容量等）や各外部機
器の設定情報の全てまたは一部をポップアップにて表示するようにしてもよい。
【００５５】
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　このように、ＣＥＣを介しての通信結果を利用することにより機器の接続状態を取得で
きるので、ユーザへの機器接続状態を視覚化して提供することができる。
　これに加えて、１つ１つの機器の状態（プレーヤならディスクの有無、レコーダなら残
りＨＤ容量等）や１つ１つの機器の設定情報も同時に表示することができる。
【００５６】
　また、機器接続状態提示部６０では、決定キーが押されたときにカーソルの存在してい
た外部機器を選択し、機器切換部６１を起動させて表示装置への入力を選択された外部機
器に切り換えさせる。
【００５７】
　機器切換部６１は、機器接続状態記憶部５２を参照して、機器接続状態提示部６０から
指定された外部機器の接続状況により、接続機器の制御可能性を判断し、選択された外部
機器の出力を表示装置の入力に変更する。
　即ち、物理アドレスを必要としないＣＥＣ制御の場合、接続状態または完全接続状態の
外部機器が制御可能であり、あるいは、物理アドレスを必要とするＣＥＣ制御の場合には
、完全接続状態のデバイスのみ制御可能であり、ＣＥＣ制御を用いて、選択された外部機
器の出力を表示装置の入力に切り換える。
【００５８】
　図１０は、機器接続状態の表示を用いて、表示装置へ入力する外部機器を切り換える処
理を説明するフローチャートである。ここでは、図１の表示システムにおいて、現在、ユ
ーザがレコーダ２からの信号を表示装置（テレビＡ）で視聴しており、次に、プレーヤ１
からの信号を表示装置（テレビＡ）で視聴したいとしたときを例にして説明する。
【００５９】
　ユーザが操作部２４やリモートコントローラ２５の「接続状態表示」ボタンを押すと、
その操作情報を制御部２３で解析し、機器接続状態提示部６０を起動させる。
　機器接続状態提示部６０は、機器接続状態記憶部５２に記憶された物理アドレスや論理
アドレス等を利用することにより表示装置と外部機器との接続状態を可視化してディスプ
レイ３０へ表示する（ステップＳ２０）。
【００６０】
　この接続状態は、図８に示したような木構造状に表示され、表示装置および各外部機器
を表す矩形枠には、当該外部機器の名前、物理アドレス、論理アドレス、入出力端子名、
各外部機器の状態（プレーヤのディスクの有無、レコーダの残り容量等）や各外部機器の
設定情報の全てまたは一部を併記する。また、各外部機器を表わす矩形を外部機器の種類
に応じて色を変えて表示する。また、カーソルのある現在の入力機器（図８では「レコー
ダ２」）の矩形枠を他の外部機器の矩形枠とは異ならせて（色を変えたり、太枠にする等
）表示する。
　また、上記の外部機器の名前、物理アドレス、論理アドレス、入出力端子名、各外部機
器の状態や各外部機器の設定情報の全てまたは一部は、カーソルが移動してきた外部機器
に対してのみポップアップにて表示するようにしてもよい。
【００６１】
　ユーザは、上述したように機器の接続状態を木構造で可視的に表示されているので、次
に入力機器としたい外部機器へ、十字キーによりカーソルを移動させ、決定キーを押す。
　機器接続状態提示部６０は、ユーザが決定キーを押したことを検知し、このときカーソ
ルのあった外部機器（図９では「プレーヤ１」）が選択されたものと判断し、機器切換部
６１を起動する（ステップＳ２１）。
　機器切換部６１は、機器の接続状態を表示している画面を消去し（ステップＳ２２）、
選択された外部機器（図９では「プレーヤ１」）に対して、ＣＥＣコマンドにより当該機
器のＨＤＭＩ出力を表示装置のＨＤＭＩ端子（ＨＤＩＭ端子２）に設定させ、制御を制御
部２３へ戻す（ステップＳ２３）。
　そして、制御部２３は、外部機器からの入力信号をＨＤＭＩ端子（ＨＤＩＭ端子２）か
ら入力し、その入力信号をディスプレイ３０に表示させる（ステップＳ２４）。
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【００６２】
　このように、ユーザは、視覚化して提供された機器接続状態、機器の状態や機器の設定
情報を容易に認識できるので、その視覚化された表示上で、接続された各機器へカーソル
を用いて所望の外部機器を選択し、簡単に表示装置への入力をその外部機器へと切り換え
ることができる。
【００６３】
　次に、機器接続状態提示部６０および機器切換部６１の他の表示例について説明する。
　ユーザがリモートコントローラ２５の「接続状態表示」ボタンを押すと、機器接続状態
提示部６０は図１１に例示したような、論理アドレスと物理アドレスとデバイスベンダＩ
Ｄと接続状態及びルーティングインフォメーションとを対応させたＣＥＣデバイスリスト
を表示する。
　ユーザは、リモートコントローラ２５の十字キー（上下矢印キー）によって、上記のＣ
ＥＣデバイスリストから所望のデバイスを選択すると、図１２に例示したような、その選
択したデバイスの状態や設定状態が表示される。ユーザが表示された内容を確認して、リ
モートコントローラ２５の戻るキーを押すと、元のＣＥＣデバイスリストの選択画面に戻
る。
【００６４】
　確認が終了した後、ユーザがリモートコントローラ２５の決定キーを押すと、図１３に
例示したような表示装置への入力信号の切換確認画面が表示される。
　ここで、ユーザが再度リモートコントローラ２５の決定キーを押すと、機器切換部６１
は、選択された外部機器の出力を表示装置の入力に変更する。
【００６５】
　尚、本発明は上述した実施形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で各種
の変形、修正が可能であるのは勿論である。
【００６６】
　なお、本発明の実施形態は、上記の表示装置の各機能をコンピュータプログラム化し、
このコンピュータプログラムを表示装置へインストールして実行することでも実現される
。また、このコンピュータプログラムを着脱可能な記録媒体に記録したり、ネットワーク
を介してダウンロードすることにより、移送が簡単になり容易に実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施形態に係る表示装置を用いた表示システムの例である。
【図２】本発明が適用される表示装置の構成を示すブロック図である。
【図３】実施形態に係る表示装置の機能構成を示すブロック図である。
【図４】機器接続状態記憶部のデータ構造例である。
【図５】論理アドレスの定義表である。
【図６】機器接続状態判定部の処理を説明するフローチャートである。
【図７】図１の表示システムにおける外部機器の接続状態を木構造で表示した例である。
【図８】今まで表示装置で視聴していた外部機器にカーソルが置かれた場合の表示例であ
る。
【図９】カーソルを移動して、表示装置で視聴する対象の外部機器を選択した場合の表示
例である。
【図１０】機器接続状態の表示を用いて、表示装置へ入力する外部機器を切り換える処理
を説明するフローチャートである。
【図１１】ＣＥＣデバイスリストの表示画面例である。
【図１２】選択されたデバイスの状態と設定状態の表示画面例である。
【図１３】表示装置への入力デバイスを切り換える確認表示画面例である。
【符号の説明】
【００６８】
１１…表示装置、１２…アンテナ、１３…入力端子、１４…テレビジョン信号処理部、１



(13) JP 2008-35192 A 2008.2.14

４ａ…チューナ部、１４ｂ…信号処理部、１５…選択部、１７…外部機器、１８…ＣＥＣ
伝送バス、１９…ＨＤＭＩコネクタ、２０…ＨＤＭＩ信号処理部、２１…映像処理部、２
２…音声処理部、２３…制御部、２４…操作部、２５…リモートコントローラ、２６…受
信部、２７…記憶部、２８…信号生成部、２９…合成部、３０…ディスプレイ、４０…ス
ピーカ、５０…機器検索制御部、５１…機器接続状態判定部、５２…機器接続状態記憶部
、６０…機器接続状態提示部、６１…機器切換部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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